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太陽熱空気築熱器を用いて、空気を加温する。加温した空気を煙突状柱体に集中させ上昇気流を生じさせる。この煙突の中の上昇気流中に風車
羽根車を股瞳する。風車を回転させて、動力を取り出し、小型モータを転用した発電機を駆動し発電を行う。本研究では、第一段階として、上
昇気流の発生と風車から動力を取り出すこと、および微弱ではあるが、発電機から電力を取り出すことをめざし、成功させた。
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1．緒言
本研究では、夏の暑い日に、暑々の太陽熱エネルギーから
少しは涼しさを感じる方法を研究する。すなわち、太陽熱を
利用して風車を駆動し、その駆動力を利用して、ポンプを動
かし、水を噴霧させ、噴霧水を蒸発させ、蒸発の際の気化熱
によって、周辺大気を若干低下させ、涼房効果を得ようとす
るものである。路上の打水は熱くなっている道路のアスファ
ルト面あるいは土面に散水し、蒸発の際の気化熱によって、
路面上の大気温度を1℃～2℃程下げようとするものである。
著者等の提案する方法は、さしづめ空中散水ということにな
る。以下、その方法と実験結果について詳述する。
2．記号
Av:太陽光線に垂直な方向の面積〔㎡〕
It;:太陽の放射強度Cl.382Kw]
Re:レイノルズ数
U：流連Cm/s]
必：粘度CPa。s)
p:密度[Kg/㎡〕
Qt:損失熱量[J]
刀：効率CW]
α：太陽光吸収率Cw/㎡〕
E：熱放射率Cw/㎡〕
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3．実験装澄および方法
太陽熱空気集熱器(1)～(3)によって、空気を低温加熱し、熱
くかつ軽くなった空気を集めて煙突状の空気ダクトに導き、
リフトを発生させる。煙突効果によって、空気集熱器内の加
熱空気を抜きとって行く。ダクト内で上昇気流となった空気
流中に風車を設置し､風車を駆動する。この駆動力によって、
エアーターピンあるいはポンプを駆動し、水を噴霧する。こ
の噴霧水の気化熱によって、スポット的に空気を冷却する。
上記の考えを一つの実験装置として具体化するため、次の
ような系統的な実験を行った。
実験I:図3－1－1に示すように、太陽エネルギーの代替
として白熱電球（最大9個）を使用し、暖められた空気が上
昇するときの、温風の上昇速度を測定する。このときの目標
風速はIm/sとした。実験装置はアルミの骨組を作り、周りを
ラップで覆い温室を作った。下部の外周全体を空気取り入れ
口とし、上部には①20Ommの卿ヒピニー ル製のｼﾞ ｮｲﾝﾄを
設置して．、上部にパイプを接続出来るような構造の温風出口
とした。また、装置の低面に白熱電球(lOOw×9個)を設置
し､温室内の空気を暖める構造とした｡風速の測定には､亜sto
445，図3－1－2を使用した。












